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下の方の国の紹介。２国とも紐がついています。

★
paadaumdar ar and aumqaasb nadafaum aadaum nadaar and nadapaattsb nadafair dagandda
幾らかの家の農地は(自然の)土地で、アウムクアア国には豊かな希望が無く、幾らかの家は
狭くない土地であったが、ナダプアアツツ国には豊かな場所がなく遠くて小さくなった。

daumqttdak dataqand daair nafab dand daum aum umb dattar aafab daumaats nadafaind
家は大変狭く、家は小さいが、小さな場所には薬がなく悪く、家の希望は変化した。
定まった土地は合流したが、家をまとめ豊かではない地区となった。

nadafttb nadaqtdar kanr nadafb nadaqb umqand bfttsb nadaqaid danadaqab sar
若くない人は統治の無い農地でも後の蓄えは争わず、支配なくあっさりしていた。
ブフツツ国には自助が無く少しも資産の無いボスだった。

b umbatsb aadata qar
人はウムバット国に暫く少地を持った。

☆
fbatdasb nadaqand nadaqaatsb bqaasb paatsb nadaqttsb dafaab nadaqaid daftda um saum
穏やかに成長した奴連合はナダクアアト国・ブクアア国・プアアト国・ナダクツツ国で
貧しい国には自助がなく、貧しい家の指導者だった。

daqaatda aab aattb nadattsand nadaqttb ar aatdaum daumqaid nadaqand dafand daqazi
自立を少し加えただけで国を設けても、定まらない国土は統治の無い国だった。
土地に家を加えても家は狭い場所だったが、奴連合の長老は自立できた。

sand daumaatda um k and dafaid ar aatsb nadaqand dafand dafaid
国土には家が沢山加わり、
色々な後だが十分な世話で土地に国を作り、奴連合の長老が良く世話をした。


